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【背景】近年、アトピー性皮膚炎（AD）の遷延
例、重症例の増加に伴い、白内障をはじめとす
る眼病変を合併する症例が著しく増加しつつあ
る。しかし、眼合併症の成因については定かで
はない。
【目的】AD患者にみられる顔面や眼部の掻痒
感に基づく叩打や擦過といった機械的刺激と、
白内障発生の関係について検討する。
【対象と方法】アトピー性皮膚炎患者426例
を対象に、その臨床像ならびに眼部叩打癖、掻
爬癖の有無について検討した。また、眼部に対
する慢性的な機械的刺激の水晶体に及ぼす影響
を、正常モルモットならびにアレルギー性結膜
炎を惹起させたモルモットを用いて検討した。
【結果】アトピー白内障は145例287眼、
34．0％に認められ、平均年齢は22．9±8．6歳で
あった。水晶体の混濁は前もしくは後嚢下混濁
が91％を占め、外傷性白内障と類似した型を示
していた。とくに白内障の進行した21症例を
対象に行った意識調査では、約7割の患者が掻
痒感の有無に拘わらず、無意識のうちに眼部を
叩打し、また、約半数の患者が精神的ストレス
を引き金として眼部を叩打していることが判明
した。
モルモットを用いた眼部頻回打撲モデルでは、
一定期間の後に水晶体上皮および皮質の変性を
きたし、アトピー白内障に類似した前嚢下混濁
を生じた。水晶体混濁の発生頻度や程度は、ア
レルギー性結膜炎モルモットでも同様であった。
【結論】ADに合併する白内障の成因に、眼
部叩打癖などの機械的刺激が関与している可
能性がある。
　（目的）耳石器である球形嚢と卵形嚢は直線加
速度や頭頚部の傾きを感知する。これらが短潜時
で頚筋運動ニューロンと結合し、前庭頚反射弓の
一部を形成する事実が報告されている（Bolton　et　a1
1992，lk・g・mi・t・11994，　U・hin・et・11997）・これ
らの報告では耳石器と頚伸筋及び頚屈筋運動ニュ
ーロンとの結合を調べており、回旋筋に及ぼす影
響は不明である．今回我々は球形嚢及び卵形嚢神
経の選択的刺激により胸鎖乳突筋運動ニューロン
への入力様式を調べたので報告する。
　（方法）除脳ネコの耳石器を微少電流で選択的
に刺激し（Sasaki　et　a11991，　Uchino　et　al　1997）・誘発
されたシナプス後電位を第1及び第2頚髄に存在
する胸鎖乳突筋運動ニューロンから細胞内記録し
た。
　　（結果及び考察）球形嚢神経の選択的刺激によ
り、同門胸鎖乳突筋運動ニューロンで2シナプス
性の抑制性シナプス後電位が記録された［．：対側へ
の効果はみられなかった1、また、卵形嚢神経の選
択的刺激においても同様に、一側で2シナプス性
の抑制性シナプス後電位が記録された。対側への
効果は無いかあってもごくわずかであった。今回
得られた結果では両耳石器入力は同側性に抑制の
効果を与え、頚伸筋及び頚屈筋運動ニューロンで
得られている結果と比べると、強力な反射回路は
形成していないと考えられた．また、最近球形嚢
系の前庭機i能検査法が報告されており（Colebatch
and　Halmagyi　1992）、球形嚢から胸鎖乳突筋運：動ニ
ューロンへ至る系が抑制性であることが示唆され
ていた。今回の結果よりこの神経機構が証明され
た。
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